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《
写
真
解
説
》

①
校
長
先
生
か
ら
歓
迎
と
と

も
に
臨
時
休
業
が
説
明
さ
れ

る
②
背
筋
を
ピ
ン
と
伸
ば
し

マ
ス
ク
越
し
に
も
大
き
く
聞

こ
え
た
氏
名
点
呼（
涌
谷
第

一
小
学
校
）③
し
っ
か
り
と

落
ち
着
い
て
話
が
聞
け
る
児

童
た
ち（
箟
岳
白
山
小
学
校
）

④
感
染
予
防
の
た
め
マ
ス
ク

を
着
用
し
て
臨
む（
月
将
館

小
学
校
）⑤
親
子
そ
ろ
っ
て

マ
ス
ク
を
着
け
て
入
場（
涌

谷
幼
稚
園
）⑥
入
園
式
で
立

派
だ
っ
た
こ
と
に
ハ
イ
タ
ッ

チ（
涌
谷
南
幼
稚
園
）⑦
保
育

所
に
通
う
３
歳
未
満
の
園
児

も
元
気
い
っ
ぱ
い（
さ
く
ら

ん
ぼ
こ
ど
も
園
）⑧
お
兄
さ

ん
・
お
姉
さ
ん
が
作
っ
た
メ

ダ
ル
が
よ
く
似
合
う（
の
の

だ
け
幼
稚
園
）⑨
３
年
間
の

中
学
校
生
活
に
対
す
る
誓
い

が
目
に
力
強
く
宿
る
⑩
先
輩

か
ら
の
歓
迎
と
中
学
校
生
活

に
お
け
る
ア
ド
バ
イ
ス
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
る
⑪
敷
地
内

の
桜
が
開
花
し
新
入
学
を
祝

福
⑫
中
学
校
で
の
新
た
な
生

活
が
ス
タ
ー
ト（
涌
谷
中
学

校
）

　令和となって初めての入学式。
　卒業式同様、新型コロナウイルスの影響に
よって出席者の制限や進行が短縮され、また、
入学式前日に臨時休業が延長されるなど、異
例の形となりましたが、例年より早く満開に
なった桜が入学式に花を添えました。

①

③

④ ②
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⑥

⑤

⑥

⑨

⑩

⑪

⑦

⑧

⑫



　

季
節
が
め
ぐ
り
、
春
が
到

来
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
例

年
と
は
異
な
る
春
の
涌
谷
町

と
な
り
ま
し
た
が
、
桜
は
変

わ
る
こ
と
な
く
美
し
く
咲
き

誇
り
ま
し
た
。

《
写
真
解
説
》

①
桜
に
包
ま
れ
る
史
料
館
と

太
鼓
堂
②
雨
上
が
り
の
逆
さ

城
山
③
雪
化
粧
し
た
山
々
と

桜
の
ト
ン
ネ
ル
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
美
し
い
④
東
北
輓
馬

競
技
大
会
の
コ
ー
ス
が
な
い

満
開
の
河
川
敷
⑤
コ
ロ
ナ
疲

れ
し
な
い
よ
う
満
開
の
桜
並

木
の
下
を
散
歩
⑥
思
い
出
の

地
で
結
婚
式
の
前
撮
り
⑦
夕

日
に
染
ま
る
桜
の
ト
ン
ネ
ル

《
ス
マ
ホ
で
お
花
見
》

　

左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
読
み
こ
む

こ
と
で
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

ア
プ
リ
か
ら
臨
場
感
あ
る

３
６
０
度
映
像
で
城
山
公
園

内
の
お
花
見
が
で
き
ま
す
。

YouTube
涌谷町チャンネル

涌谷の桜
2020_360

※動画の視聴には通信料が発生します。
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地方自治功労の功績により
千葉仁さんが旭日単光章を受章
　令和2年2月1日（土）付けの発令で、元涌谷町議会議
員の千葉仁さんが地方自治功労の功績と88歳を迎え
たことによって、高齢者叙勲として旭日単光章を受章
されました。
　千葉さんは、昭和59年1月から平成11年12月まで
の4期16年の長きにわたって涌谷町議会議員に在職さ
れました。
　その間、教育民生常任委員会委員を長年にわたって
務められ、執行部との連携を図りながら、地方自治の
発展に貢献されてきました。

「寛文の鐘」から「令和の鐘」へ
箟峯寺の梵

ぼ ん

鐘
しょう

が架け替えられました
　4月19日（日）に、無

む

夷
い

山
さ ん

箟峯寺で、箟峯寺開山
1250年と伊達安芸宗重公350年遠忌を記念するとと
もに、東日本大震災犠牲者を供養するために、新たな
梵鐘へと架け替えられ法要が行われました。
　これまでの梵鐘は、生前の伊達安芸宗重とその子の
宗
むね

元
も と

の発
ほつ

願
が ん

によって鋳造され、宗重が凶刃にあった後
に、その供養の念も込め、宗元が箟峯寺に寄進したも
のです。それから350年の時を経て、経年劣化による
金属疲労のため割れてしまう可能性があることから、
箟峯寺開山1250年と宗重公350年遠忌が重なる令和2
年を架け替えの適期として新たな梵鐘を鋳造。新たな
梵鐘は、富山県高岡市にある株式会社老

おい

子
ご

製
せ い

作
さ く

所
じ ょ

で平
成30年1月に鋳造し2年間の枯らしを経て、令和2年4
月2日（木）に、箟峯寺の鐘

しょう

楼
ろ う

に納入されました。
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、4月19日
（日）の法要は規模を縮小して一山寺院の関係者のみで
執り行われました。一山寺院の僧侶による読経の他、
寺
じ

庭
てい

婦
ふ

人
じ ん

の会の皆さんがご詠
えい

歌
か

を披露し、開
かい

音
お ん

されま
した。
　新たな梵鐘はこれまでの梵鐘よりも厚みがある構造
となっているため、打ち鳴らした際の余韻が美しく、
かつ、長く続きます。

寛文事件・伊達騒動から350年

見龍寺で伊
だ

達
て

安
あ

芸
き

宗
む ね

重
し げ

公350年遠
お ん

忌
き

法要
　3月27日（金）に、涌谷伊達家第四代館主の伊達安芸宗
重公350年遠忌法要が、菩

ぼ

提
だい

寺
じ

の見龍寺で行われました。
　これまで涌谷町では50年を1つの節目として、地域
づくりを振り返る契機としてさまざまな事業を展開し
てまいりました。今回も町内など11の寺院の住職を招
き、盛大に行う予定でしたが、コロナウイルス感染拡
大を防止するため、規模を縮小して実施。普段は厨

ず

子
し

に納められている位
い

牌
はい

を表に出して、参列者が焼香し
供養しました。
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3年間の任期を満了
地域おこし協力隊の湯浅隊員が退任
　涌谷町地域おこし協力隊の湯浅輝樹隊員が3月31日
（火）をもって平成29年4月からの3年間の任期を満了
しました。
　これまで涌谷町の交流人口の増加を切り口に、女川
町でのわくや産直センター黄金の郷の農産物販売会や
仙台市本町商店街との稲作体験交流企画、ゲストハウ
ス「あんだあも」の整備などに携わってきました。退
任にあたり、「オリンピック延期を好機としてしっか
りと準備を整えていきたい」とゲストハウスの運営に
対する抱負を語りました。

JR涌谷駅前の新たな拠点
ゲストハウス「あんだあも」がオープン
　4月10日（金）に、一般社団法人涌谷まちづくり推進
機構によってJR涌谷駅前に整備されたゲストハウス
「あんだあも」がオープンし内覧会が行われました。
　ゲストハウス「あんだあも」には、和室とドミトリー
式の宿泊施設の他、カフェスペースも整備され、ラン
チ・カフェ営業が行われています。
　営業時間や予約方法などの詳細は、一般社団法人涌
谷まちづくり推進機構（☎25-3750）にお問い合わせく
ださい。

御神木のモミの木を利活用
涌谷神社が釣り公園修繕用木材を寄附
　3月1日（日）に、日本へら鮒

ぶな

釣研究会支部員の協力の
もと涌谷町釣り公園の桟橋修繕を行いました。
　今回の修繕にあたって涌谷神社から遷

せん

座
ざ

100周年記
念事業の一つとして社務所改築を進める際に伐採した
御神木のモミの木を資材として寄付いただきました。
　モミの木は片倉製材所で製材加工され、長年の風雨
によって劣化していた桟橋の修繕に使用され、安全に
釣りを楽しめるようになりました。

遠藤釈雄町長コラム
新型コロナウイルスと対

た い

峙
じ

して
　新型コロナウイルスの感染拡大が止まらない。目に
見えないウイルスであり、また収束が見通せないこと
などから大きな不安と恐怖を感じざるを得ない。
　心を慰めていただいたコメディアンの志村けんさん
も感染されて亡くなられた。改めてこのウイルスの恐
さを感じた。町でも感染防止の対策会議を何度も重ね
ているが、いざという時の対応に遅れやミスが出ない
よう万全を期したい。

《遠藤釈雄町長の公務（3月16日～4月15日）》
●3月20日（金）　東京2020オリンピック聖火リレー
　　　　　　　　到着式（東松島市）
●3月24日（火）　議会定例会3月第2回会議（議場）
●3月27日（金）　大崎地域広域行政事務組合第1回
　　　　　　　　組合議会（大崎市）
●3月29日（日）　下町区自治会設立総会（涌谷町）
●4月 2日（木）　涌谷町小中学校転入および新任教
　　　　　　　　員宣誓式（涌谷町）
●4月10日（金）　ゲストハウスあんだあも内覧会
　　　　　　　　（涌谷町）
※公務は一部を抜粋したものです。
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